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５５．．鳥鳥取取県県のの課課題題   
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Ø 渋滞損失  

Ø 死傷事故率  

鳥取県の渋滞損失の要因（課題）は、主に「通過交通の存在」、「単路部の交通容量不足」、「自動車に依存」、

「幹線道路同士の平面交差」、となっており、これらの課題に対して、「高規格幹線道路・自動車専用道路・バ

イパス整備」、「立体交差化・交差点改良」を行うことによる解決を目指します。 

鳥取県の死傷事故の要因（課題）は、主に「生活交通と産業交通の混在」、「線形不良区間の存在」、「交通量

の多い幹線道路の平面交差」となっており、これらの課題に対して、「高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ

パス整備」、「立体交差化・交差点改良」を行うことによる解決を目指します。 

通過交通の存在 単路部の交通容量不足 自動車に依存 

幹線道路同士の平面交差 

立体交差化・交差点改良による交通の円滑処理 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイパス等の整備による通過交通の排除、単路部交通容量の確保 

生活交通と産業交通の混在 線形不良区間の存在 

幹線道路同士の平面交差 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイパス等の整備による生活・産業交通の分離、線形不良区間
の回避、信号交差点の回避、歩道整備による歩行者と車の分離 

立体交差化・交差点改良による交通の円滑処理 

５５－－１１  鳥鳥取取県県のの課課題題  

歩道がない 
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l 鳥取県の国道９号は、並行する幹線がないため、迂回率は最大で６．９と大変高い値となっています。今後、

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイパス等の整備により迂回率が低くなり、現道通行不能時においても

代替路が確保されます。 

Ø 自動車専用道路交通分担率  

l 鳥取県の自動車専用道路交通分担率が低いのは、高規格幹線道路・自動車専用道路そのものが少ないことに

よるため、今後、高規格幹線道路・自動車専用道路を整備し、交通分担率の向上を目指します。 

Ø 迂回率  

高規格幹線道路・自動車専用
道路そのものがない 

高規格幹線道路・自動車専用道路の整備
により、分担率の向上 

Ø 主要渋滞ポイント 

l 鳥取県内の主要渋滞ポイントは、現在２２箇所存在しています。今後、高規格幹線道路・自動車専用道路や

バイパス等の整備による通過交通の排除や交差点における右折レーン設置等の交差点改良により、主要渋滞

ポイントの数を減少させます。 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ
パス等の整備及び交差点改良により、渋
滞ポイント数の減少 

主要渋滞ポイント 
（２２箇所） 

迂回路がないことによる
迂回率の高さ 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ
パス等の整備により、現道通行不能時に
おける代替路確保 
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Ø 高速道路 IC の 30 分カバー圏 

Ø 第三次医療施設の 60 分カバー圏 

l 鳥取県の中部及び東部には高速道路が存在しないため、現在、最寄りの高速道路 ICまでの30分圏域には入

っておりません。今後、山陰道及び中国横断自動車道姫路鳥取線の整備により高速 IC30 分圏域を拡大し、

東西及び陰陽の交流を密にします。 

l 現在、第三次医療施設は鳥取市の鳥取県立中央病院と米子市の鳥取大学付属病院の東西に位置し、県中央部

は、60分カバー圏から外れています。今後、高規格幹線道路の整備により、60分カバー圏の拡大を目指し

ます。 

高速道路へのアクセス 
時間が長い 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイパ
ス等の整備により、カバーエリアの拡大 

中部地域が 60 分圏域外 高規格幹線道路・自動車専用道路・バイパ
ス等の整備により、カバーエリアの拡大 

Ø バリアフリー化率 

l 交通バリアフリー法に基づくバリアフリー重点整備地区（鳥取駅とバスターミナルを中心とする地区）にお

いての、国道 53 号のバリアフリー化率が、５０％を下回っている状況です。今後も歩道の整備等を行い、

重点整備地区内におけるバリアフリー化率100％を目指します。 

重点整備地区の整備率 
100％となっていない 

歩道の整備等を推進し、重点整備地区内
のバリアフリー化率 100％を目指す 
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５５－－２２  課課題題ののままととめめ  

【アウトカム指標】 【課 題】 【課題解決のための対応策】 

渋滞損失 

死傷事故率 

自動車専用道路交通分担率 

迂回率 

バリアフリー化率 

高速道路 IC30分カバー圏 

第三次医療施設 
60分カバー圏 

通過交通の存在 

単路部の交通容量不足 

自動車に依存 

幹線道路同士の平面交差 

生活交通と産業交通の混在

線形不良区間の存在 

幹線道路同士の平面交差 

歩道がない 

自動車専用道路そのものが 
ない 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ
パス等の整備による通過交通の排除、単
路部交通容量の確保 

立体交差化・交差点改良による交通の円
滑処理 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ
パス等の整備による生活・産業交通の分
離、線形不良区間の回避、信号交差点の
回避 

歩道整備による歩行者と車との分離 

自動車専用道路の整備により、分担率の
向上 

迂回路がないことによる迂
回率の高さ 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ
パス等の整備により、現道通行不能時に
おける代替路確保 

 

重点整備地区にて整備率
100％となっていない 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ
パス等の整備により、カバー圏の拡大 

重点整備地区のバリアフリー化率 100％
を目指す。 

高速道路へのアクセス時間
が長い 

中部地域が 60 分圏域外 

主要渋滞ポイント 
解消・緩和箇所数 

県内に２２箇所の主要渋滞
ポイントが存在 

高規格幹線道路・自動車専用道路・バイ
パス等の整備による通過交通の排除 

立体交差化・交差点改良による交通の円
滑処理 


